
日
本
の
企
業
経
営
の
世
界

で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
「
会
計
」
が
今
、
未
曾

有
（
み
ぞ
う
）
の
荒
波
に
洗

わ
れ
て
い
る
。
会
計
処
理
、

会
計
報
告
の

規
範
と
し
て

戦
後
間
も
な

い
こ
ろ
か
ら

依
拠
し
て
き

た
会
計
基
準

に
代
わ
っ
て
、

早
け
れ
ば
２

０
１
５
（
平

成
２７
）
年
以

降
に
も
「
国

際
会
計
基
準

（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
）」

と
呼
ば
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
な
基
準
を
上
場

企
業
に
強
制
適
用
す
る
方
針

が
金
融
庁
か
ら
出
さ
れ
て
い

る
か
ら
だ
。

会
計
ル
ー
ル
の
変
更
は
企

業
を
評
価
す
る
物
差
し
が
変

わ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
例

え
ば
、
最
終
利
益
の
位
置
付

け
。
従
来
は「
当
期
純
利
益
」

が
最
終
利
益
な
の
に
対
し
、

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
適
用
後
は
そ
れ
よ

り
広
い
概
念
の「
包
括
利
益
」

が
そ
れ
に
取
っ
て
代
わ
る
な

ど
利
益
の
概
念
ま
で
違
っ
て

く
る
。
会
計
の
歴
史
始
ま
っ

て
以
来
の
こ
の
大
転
換
に
、

管
理
会
計
論
を
専
門
と
す
る

川
野
准
教
授
の
研
究
テ
ー
マ

の
一
つ
が
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
が
管

理
会
計
に
与
え
る
影
響
だ
。

一
般
に
会
計
は
、
投
資
家

や
債
権
者
に
対
し
て
貸
借
対

照
表
や
損
益
計
算
書
を
作
成

し
て
報
告
す
る
財
務
会
計（
外

部
報
告
会
計
）
と
、
企
業
内

の
経
営
者
、
経
営
管
理
者
向

け
に
業
績
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
提
供
す
る
管
理

会
計
（
内
部
報
告
会
計
）
の

２
つ
で
構
成
さ
れ
る
。
管
理

会
計
は
、
財
務
会
計
の
最
終

利
益
を
よ
り
良
い
も
の
に
す

る
た
め
に
企
業
情
報
を
提
供

す
る
も
の
で
、
「
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

で
財
務
会
計
が
変
わ
れ
ば
管

理
会
計
も
変
わ
り
、
株
式
の

持
ち
合
い
が
認
め
ら
れ
な
く

な
る
な
ど
、
企
業
経
営
の
や

り
方
そ
の
も
の
を
変
え
る
こ

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
」
と

指
摘
す
る
。

ゲ
ー
ム
使
っ
て
授
業

門
外
漢
に
は
ち
ょ
っ
と
と

っ
つ
き
に
く
い
、
こ
の
管
理

会
計
と
い
う
領
域
。
こ
れ
を

も
っ
と
身
近
な
形
で
楽
し
く

学
べ
る
方
法
の
考
案
が
も
う

一
つ
の
研
究
テ
ー
マ
。
現
職

に
就
い
て
２
年
目
の
今
年
度
、

川
野
准
教
授
は
そ
の
手
始
め

と
し
て
授
業
の
教
材
に
「
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
ゲ
ー
ム
」
と
い

う
経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
を
採
り
入
れ
た
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ゲ
ー
ム
は

主
に
一
般
企
業
の
社
員
研
修

に
活
用
さ
れ
て
い
る
、
文
字

通
り
専
用
ゲ
ー
ム
盤
を
使
っ

た
ゲ
ー
ム
で
、
プ
レ
ー
ヤ
ー

が
社
長
に
な
っ
て
会
社
経
営

を
擬
似
体
験
す
る
こ
と
で
経

営
戦
略
、
財
務
会
計
、
原
価

計
算
な
ど
が
学
べ
る
。
授
業

で
は
学
生
が
社
長
と
な
り
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
原
材
料
や

素
材
を
模
擬
貨
幣
で
買
い
、

機
械
・
労
働
力
な
ど
を
調
達

し
、
商
品
を
作
っ
て
販
売
。

仕
入
れ
か
ら
利
益
を
得
る
ま

で
の
過
程
を
決
算
に
ま
と
め

る
こ
と
で
会
計
が
理
解
で
き

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

「
昨
年
度
、
ゼ
ミ
生
に
好

評
だ
っ
た
の
で
授
業
で
も
採

り
入
れ
る
こ
と
に
。
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
ゲ
ー
ム
は
一
つ
の
ツ

ー
ル
で
は
あ
り
ま
す
が
、
将

来
的
に
は
楽
し
く
勉
強
で
き

る
新
し
い
ツ
ー
ル
、
新
し
い

教
育
方
法
を
開
発
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

そ
し
て
、
研
究
テ
ー
マ
の

３
つ
目
が
管
理
会
計
の
実
務

の
実
態
調
査
と
情
報
発
信
。

大
学
卒
業
以
来
２６
年
間
、
会

計
実
務
の
現
場
を
歩
い
て
き

た
実
体
験
か
ら
、
「
会
計
の

教
科
書
と
実
務
が
乖
離
（
か

い
り
）
し
て
お
り
、
学
生
に

は
も
っ
と
実
務
実
態
を
知
ら

せ
る
必
要
を
感
じ
て
い
る
」

と
川
野
准
教
授
は
い
う
。
例

え
ば
原
価
計
算
の
方
法
と
し

て
、
一
般
的
な
教
科
書
で
は

個
別
原
価
計
算
と
総
合
原
価

計
算
の
２
つ
が
あ
る
と
し
て

い
る
の
に
対
し
、
実
務
で
は

単
位
原
価
計
算
と
い
う
方
法

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
記

述
が
な
い
と
指
摘
す
る
。

教
材
開
発
も
視
野
に

そ
も
そ
も
一
般
的
な
会
計

学
の
教
科
書
は
１
９
６
２（
昭

和
３７
）
年
設
定
の
原
価
計
算

基
準
の
解
説
本
に
依
拠
し
た

も
の
と
し
た
上
で
、
「
教
科

書
は
半
世
紀
近
く
前
の
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
も
な
い
時
代

の
基
準
が
基
に
な
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
強
制
適
用
で
管

理
会
計
基
準
が
さ
ら
に
複
雑

化
す
れ
ば
ま
す
ま
す
乖
離
は

進
む
。
難
解
に
な
っ
て
い
く

会
計
学
を
分
か
り
や
す
く
学

べ
る
よ
う
な
新
し
い
教
材
が

必
要
で
す
」
。

「
社
会
に
役
立
た
な
い
学

問
は
意
味
が
な
い
。
管
理
会

計
を
実
学
と
し
て
研
究
し
、

実
学
と
し
て
教
育
し
て
い
き

た
い
」
会
社
勤
め
し
な
が
ら

著
書
（
共
編
著
を
含
む
）
２５

冊
、
論
文
３０
本
、
学
会
発
表

６
回
と
い
っ
た
形
で
情
報
を

発
信
し
続
け
て
き
た
川
野
准

教
授
の
こ
だ
わ
り
だ
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
が
管
理
会
計
に
与
え
る

影
響

商
・
川
野

克
典
准
教
授

地
上
と
宇
宙
を
巨
大
な
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
で
結
び
、
人
や

物
資
を
運
ぶ
「
宇
宙
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
」
。
青
木
義
男
教
授

は
そ
ん
な
夢
の
輸
送
機
関
の

研
究
に
挑
ん
で
い
る
。

青
木
教
授
に
よ
る
と
、「
宇

宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
地
上

か
ら
宇
宙
へ
と
伸
び
る
塔
の

よ
う
な
も
の
。
静
止
衛
星
と

同
じ
高
度
約
３
万
６
０
０
０

㍍
の
地
点
に
宇
宙
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
建
設
し
、
そ
こ
か
ら

ク
モ
の
糸
の
よ
う
に
ケ
ー
ブ

ル
を
つ
り
下
げ
、
そ
の
ケ
ー

ブ
ル
を
昇
降
装
置
で
昇
っ
て

い
く
の
で
す
」
。

現
在
、
宇
宙
開
発
に
は
主

に
ロ
ケ
ッ
ト
が
使
用
さ
れ
て

い
る
が
、
ロ
ケ
ッ
ト
に
は
墜

落
や
爆
発
の
危
険
が
伴
う
上
、

種
類
に
よ
っ
て
は
大
気
中
に

有
害
物
質
を
撒
き
散
ら
す
こ

と
も
あ
る
。
ま
た
、
一
度
の

打
ち
上
げ
に
か
か
る
費
用
も

百
億
円
規
模
と
膨
大
だ
。

「
そ
の
点
、
宇
宙
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
は
電
力
で
昇
降
す
る

た
め
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
よ
う
な

危
険
や
環
境
汚
染
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
も
輸
送
コ
ス
ト

は
ロ
ケ
ッ
ト
の
数
百
〜
数
千

分
の
一
と
試
算
さ
れ
て
い
ま

す
。
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

実
現
す
れ
ば
、
ロ
ケ
ッ
ト
に

依
存
し
て
い
た
宇
宙
開
発
は

大
き
く
飛
躍
す
る
で
し
ょ
う
」
。

こ
の
よ
う
に
様
々
な
メ
リ

ッ
ト
が
期
待
さ
れ
る
宇
宙
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
。そ
の
構
想
は
、

１
９
５
０
年
代
に
は
す
で
に

ロ
シ
ア
の
科
学
者
に
よ
っ
て

提
唱
さ
れ
て
い
た
が
、
宇
宙

か
ら
つ
り
下
げ
て
も
断
裂
し

な
い
強
度
を
持
つ
ケ
ー
ブ
ル

素
材
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

長
年
の
間
、
単
な
る
夢
物
語

と
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。

そ
れ
が
１
９
９
０
年
代
に

入
っ
て
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ

ー
ブ
（
Ｃ
Ｎ
Ｔ
）
が
発
見
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
宇
宙
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
は
一
気
に
現
実

味
を
帯
び
る
。
Ｃ
Ｎ
Ｔ
は
宇

宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ケ
ー
ブ

ル
に
必
要
な
強
度
を
満
た
し

う
る
素
材
と
し
て
期
待
さ
れ
、

１
９
９
９
年
に
は
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

が
研
究
に
着
手
。
日
本
に
お

い
て
も
２
０
０
８
年
頃
か
ら

本
格
的
な
研
究
が
始
ま
っ
た
。

総
合
大
学
の
強
み
を
発
揮

現
在
、
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
建
築
は
理
論
上
可
能
だ
。

し
か
し
、
技
術
上
の
課
題
が

山
積
の
た
め
、
「
ど
の
よ
う

な
基
礎
研
究
を
積
み
上
げ
れ

ば
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
建

築
に
た
ど
り
着
け
る
の
か
、

様
々
な
分
野
の
専
門
家
と
計

画
を
練
っ
て
い
る
」
と
青
木

教
授
は
言
う
。

こ
こ
で
生
か
さ
れ
て
い
る

の
が
、
幅
広
い
学
部
・
学
科

を
擁
す
る
日
本
大
学
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
だ
。
青
木
教
授
は

主
に
、
ク
レ
ー
ン
や
気
球
で

ケ
ー
ブ
ル
を
つ
り
上
げ
て�
地

上
か
ら
装
置
を
昇
降
さ
せ
る

技
術
�の
研
究
に
取
り
組
み
、

徐
々
に
そ
の
高
度
を
伸
ば
す

な
ど
成
果
を
上
げ
て
い

る
。
同
時
に
航
空
宇
宙

工
学
科
で
は
�
宇
宙
か

ら
ケ
ー
ブ
ル
を
つ
り
下

げ
る
技
術
�
、
物
理
学

科
で
は
�
有
害
な
宇
宙

線
を
遮
断
す
る
技
術
�

と
い
う
よ
う
に
、
多
方

面
か
ら
研
究
が
進
め
ら

れ
て
い
る
の
だ
。

「
本
件
で
は
ほ
か
に

も
宇
宙
法
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
、

海
洋
建
築
技
術
、芸
術
な
ど
、

様
々
な
分
野
の
教
授
陣
に
協

力
を
仰
い
で
い
ま
す
。
乗
り

物
を
作
る
だ
け
、
基
地
を
設

計
す
る
だ
け
と
い
う
よ
う
に

バ
ラ
バ
ラ
に
取
り
組
む
の
で

は
な
く
、
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
シ
ス
テ
ム
全
体
を
デ
ザ

イ
ン
で
き
る
の
は
、
総
合
大

学
な
ら
で
は
の
利
点
と
言
え

る
で
し
ょ
う
」
。

次
世
代
へ
の
啓
蒙
も

Ｃ
Ｎ
Ｔ
の
発
見
に
よ
り
道

が
開
け
た
と
は
い
え
、
宇
宙

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
実
現
す
る

の
は
ま
だ
先
の
話
だ
。
青
木

教
授
も
「
私
た
ち
の
世
代
で

は
難
し
い
だ
ろ
う
」
と
い
う

見
通
し
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
力
を
入
れ
て

い
る
の
が
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
啓
蒙
活
動
だ
。
例
え
ば
青

木
研
究
室
で
は
「
レ
ゴ
�
ブ

ロ
ッ
ク
」
を
使
っ
て
、
実
際

に
稼
動
さ
せ
る
こ
と
も
で
き

る
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ミ

ニ
チ
ュ
ア
を
製
作
。
こ
れ
を

各
地
の
イ
ベ
ン
ト
で
展
示
し
、

子
ど
も
た
ち
に
操
縦
体
験
を

さ
せ
て
い
る
。
宇
宙
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
仕
組
み
を
楽
し
く

簡
単
に
学
べ
る
と
あ
っ
て
、

評
判
は
上
々
だ
。

「
近
年
は
子
ど
も
の
理
科

離
れ
が
社
会
問
題
と
な
り
、

技
術
大
国
・
日
本
の
権
威
も

失
墜
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
宇
宙
技
術
の

夢
を
伝
え
る
こ
と
は
非
常
に

重
要
。
今
後
も
様
々
な
活
動

を
通
し
、
夢
を
継
ぐ
人
材
を

育
て
て
い
き
た
い
」
と
、
青

木
教
授
は
抱
負
を
語
る
。

地
上
と
宇
宙
を
結
ぶ�
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
�

の
研
究

理
工
・
青
木

義
男
教
授

研究室でパソコンに向かう川野准教授

千葉県の日大二和校地で実験中の青木教授（右端）
と学生たち

理
論
上
で
は
実
現
可
能
な
段
階
に

地
上
で
の
昇
降
実
験
で
は
一
定
の
成
果

会計基準の大転換期
3つの研究テーマをベースに

実務と学問の乖離解消めざす

講
演
を
行
う
青
木
教
授

マネジメントゲームを使って管理会計を教える川野
准教授（７月のゼミ合宿で）地上ステーションの構想図

川
野

克
典
（
か
わ
の

・
か
つ
の
り
）
昭
和
５７
年

青
山
学
院
大
学
経
営
学
部

卒
、ア
ル
プ
ス
電
気
入
社
。

平
成
８
年
朝

日
監
査
法
人

（
現
あ
ず
さ
監
査
法
人
）

に
移
り
、同
法
人
の
分
社
、

事
業
統
合
に
伴
い
１４
年
Ｋ

Ｐ
Ｇ
Ｍ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
（
現
プ
ラ
イ
ス
ウ
ォ
ー

タ
ー
ハ
ウ
ス
ク
ー
パ
ー
ズ
）

に
。
２０
年
日
本
大
学
商
学

部
准
教
授
。
日
本
会
計
研

究
学
会
、
日

本
原
価
計
算

研
究
学
会
な
ど
に
所
属
。

専
門
は
管
理
会
計
、
原
価

計
算
、
会
計
教
育
な
ど
。

千
葉
県
出
身
。
５０
歳
。

青
木

義
男
（
あ
お
き

・
よ
し
お
）
昭
和
６０
年
日

本
大
学
大
学
院
生
産
工
学

研
究
科
博
士
後
期
課
程
機

械
工
学
専
攻

修
了
、
翌
年

よ
り
日
本
大
学
理
工
学
部

精
密
機
械
工
学
科
に
奉
職
。

平
成
１０
〜
１１
年
、
米
国
コ

ロ
ラ
ド
州
立
大
学
工
学
部

航
空
宇
宙
工
学
科
客
員
研

究
員
を
経
て
現
在
、
理
工

学
部
精
密
機
械
工
学
科
教

授
。
専
門
は
安
全
設
計
工

学
。
日
本
宇

宙
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
協
会
副
会
長
。
日
本

材
料
学
会
、
日
本
建
築
学

会
な
ど
７
学
会
に
所
属
。

東
京
都
出
身
。
５３
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

プ
ロ
フ
ィ
ル
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